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山にも、やっと春がやってきました。南蔵王山麓でも木々の芽吹きが始まっています。命が最も輝く美しい季節ですね。春の訪れとともに、植林地の手入れや苗畑での作業が目白押しです。今年も『春を食べる会』は開催できませんが、山歩きには素晴らしい季節ですので、是非ご家族やお友達と一緒に遊びにいらしてください。

　✾植林祭のご案内✾
日時　　　２０１３年６月９日（第２日曜日）

場所　　　蔵王のブナと水を守る会作業小屋周辺

集合　　　９時３０分　　　白石市役所駐車場（場所のわからない方）

　　　　　１０時　　　　　作業小屋（丸太小屋）（自力で来られる方）

日程　　　１０時　　　　　受付け

　　　　　１０時１５分　　植林祭開会式

　　　　　１０時３０分　　植林作業、枝打ち作業
　　　　　１１時３０分　　ウッドゲーム（樹の名前当てクイズ）

　　　　　１２時４０分　　昼食

　　　　　１３時１０分　　クイズ正解発表

　　　　　１３時３０分　　閉会式・表彰
参加費　　　大人　　５００円（保険料込み）　　小学生以下　　１００円（保険料）

申込み　　　車の準備及び保険に加入しますので、申込み時には、氏名・年齢・住所・電話番号・
集合場所・交通手段を明記お願いします。　　申込締切　６月２日（日）厳守

持ち物　　　昼食・飲み物・雨具・軍手・長靴・筆記用具・スコップ又は唐ぐわ（お持ちの方）
問い合わせ・申込先　　　
特定非営利活動法人　蔵王のブナと水を守る会　

℡＆fax 　　　0224―55―4438（白内）
     　　　　　 　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ:　　http:/www.zao.org　(参加申込書あり)

　　　　　　　　　　E-mail　　　mail@zao.org
　「30周年へ向けて、新たな挑戦を」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　白内 恵美子

　賛助会員の皆様、いつも変わらぬご支援ありがとうございます。
嬉しいご報告です。当会は、今年2月に「地域づくり総務大臣賞」を受賞しました。これもひとえに皆様のご支援のお陰です。受賞が新たな活動への後押しとなることを願っています。詳しい内容は4ページをご覧ください。

　当会の活動も27年目となり、活動の内容も植林から育林へと大きく変わる時期を迎えています。2月の総会では、植林場所が無くなったことから現在行っている「植林祭」に代わる行事の検討や、多くの人の憩いの場となるような自然観察路の開設、子どもたちに夢を与えるツリーハウスづくりについて話し合いました。
今回の植林祭では、木を植えるだけでなく枝打ちなどの育林作業を手伝っていただくことにしました。高枝のこぎりを使えば、小学校高学年の子どもさんでも枝打ちができます。なかなか面白い作業ですので、多くの方に体験していただきたいと思っています。
自然観察路作りは、3月にコースの下見をし、4月に実測に取り掛かりました。長い時間を必要としますが、楽しく自然を観察できるようなコースにしたいと張り切っています。忙しく生活している人たちが、自然の中で心が癒される憩いの場にしたいと思います。

ツリーハウスは、小原の杉林から材料を伐り出したところです。造るのは初めてですが、子どもたちに喜んでもらえるよう、色々情報を集めながら取り組んでいきます。
以上のように、当会にとって新たな挑戦が始まっています。土地を購入しての植林地拡大はまだできない状態ですが、将来的には考えねばなりません。そのためにも後継者の育成は喫緊の課題です。親子で参加できるような楽しい行事の企画が待たれるところですが、通常の作業に追われていて余裕がないのが実状です。まずは、やれるところから取り組んでいきます。結成30周年へ向けた新たな挑戦は、すでに始まっているのですから。

※今年も放射能汚染が気になるので、残念ながら「春を食べる会」を中止します。野菜や米のセシウム濃度は高くないので地場産を食べていますが、木の芽や山菜の昨年の濃度が高かったので今年も見合わせました。
　
「植林地の自然観察路開設について」
　　　　　　　　　　　　　　　　森づくりチーフ　仲村 得喜秀
当会が広葉樹の森作りを始めて、今年は23年目になります。1990年旧国立南蔵王青少年野営場にて、木の種子を蒔いて行ったのが始まりです。当初の3年間は失敗の連続だったので、1993年に行った植林祭が実質的なスタートであり、『森作り20年』というのが本当のところかもしれません。
　その後、1999年にナショナル・トラストをスタートさせ、現在の白石市との共有地を得て、ここでの植林は２００２年からということになります。もう13年が経ったことになります。13haという広い面積の植林でしたが、補植も含め植林については、もう植える場所がなくなりましたので終わりということになります。植林後の状況については全てが順調に生育している訳ではありませんが、広く多くの人に見てもらえる程度にはなったのではないかと考えています。先駆性樹木（パイオニア・プラント）を使っての広葉樹の森作りは、他に例のない方法ですので、ぜひ多くの人に知っていただきたいと思っています。
　そこで、今年度から、現在ある幹線道路とは別に幅1ｍ程の自然観察路を開設することにしました。この事により植林地内のミクロの部分も観察できるようになります。例えば、他の植林木とヤマハンノキの成長するスピードの違い、冬芽の観察、自然に成立したアカマツの森の観察、どの種類の樹木がウサギの食害を多く受けているのか、クマの食害を受けて変形したヤマナシの木、アナグマやキツネが地面にあけた穴、林床に咲く草花等々、視点を研ぎ澄ませれば面白い事はたくさん発見できます。
　今年度の予定として、コースの荒仕上げはしたいと思っています。本格的なコース整備は当会の予算では難しいと思われるので、民間助成金等を活用できればいいのですが・・・。コースの案内板や説明の看板等は安いものではないので、いずれにしても来年度以降になるものです。
　そして、数年後には自然観察路を完成させ、多くの人たちに集まってもらえるよう対策を考えなくてはいけません。白石市との共有地ですので、白石市との連携は必要になってくると思います。尚、この自然観察路の開設については、白石市と協議を行い承認いただいております。
自然観察路は開設しますが、この植林地は森と呼ぶにはまだまだ程遠い状況です。これからどのように変化していくのかについて観察できる事が、ある意味では大事な事だと思います。今後の課題としては、植林地内の全植物のリスト作成、昆虫や鳥、動物等の調査をしなければならないと思っています。そのためには、会員以外の方の力を借りることも必要になってきます。コース開設は、ある意味外見にすぎません。その内容を充実させることが一番大事な事だと思っています。その事がより多くの人を呼び寄せる原動力ともなります。
現在の植林地内の環境は非常に単純です。出来れば水辺も欲しいのですが、今のところ何ともならないようです。この自然観察路に人を呼び寄せるには、新たなイベントを考えなければなりません。できればオープンの時に行えるようなものがいいと思います。また、作業小屋の活用についても視点を変えて考える必要があります。会員、賛助会員の皆さんの知恵もお借りしたいと考えていますので良いアイデアがありましたら連絡してください。
　昨年と同じく、今年の春も爆弾低気圧が強風をもたらし、植林地内は倒木がたくさん発生しています。その処理をしながら、色々と考えさせられる事があります。昨年もそうですが、強風で一番多く倒された木はアカマツです。しかし、そのアカマツの下には、ミズキやサクラ、ミズナラ、コナラなどの木が生育しています。あと数年もすると、陽光を受けて、それらの木々が倒れたアカマツの穴を埋めてくれるでしょう。何ともたくましい自然の姿と言わざるを得ません。もしかしたら、爆弾低気圧は森の遷移を進ませるために来るのかもしれません。植林地内のヤマハンノキもたくさん倒れています。その下では、植林したブナが陽光をたっぷり浴びています。ブナの冬芽はまだちょっとしかふくらんでいませんが、いかにも喜んでいるように見えます。
　この原稿は、作業小屋で書いています。テーブルの上には、ペットボトルに入れた水の中でイタヤカエデの黄緑色の花が満開に咲いています。街の中では、ソメイヨシノが今満開です。ビールが無いのが残念です。
　自然観察路作りには、多くの人手が必要です。ぜひ手伝いに来てください。
・・・地域づくり総務大臣賞を受賞しました！・・・

　今年2月9日、茨城県水戸市において「平成24年度地域づくり総務大臣賞表彰式」が行われ、当会は団体賞を受賞しました。理事長の白内が出席し、賞状と素敵な盾を戴いてきました。長年にわたる植林活動が国から高く評価されたことは、当会にとって大きな喜びです。これも賛助会員の皆様方のご支援があってこそ、と深く感謝しております。

　受賞したのは、大賞１団体（長崎県小値賀町）、団体表彰２１団体、他１０団体と個人３名でした。地域活性化のための情報誌「地域づくり」３月号に、受賞団体の紹介（当会は13頁）が特集で掲載されておりますので、市役所や図書館でぜひご覧ください。
　また、受賞後、白石市長に受賞の報告に伺ったところ、なんと「広報しろいし」４月号の「今月のPick Up！」コーナーに、受賞の記事が１ページを使って掲載されました。思わぬところで会の宣伝ができ、とても嬉しく思っています。
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ちょうど翌日が総会の日で、みんなで喜びを分かち合うことができました。




















































ナショナルトラスト基金報告


　　皆様には、ナショナルトラスト基金をお寄せいただき誠にありがとう


ございました。


２０１２年１月～１２月末までの累計は、以下のとおりです。


森づくりのため今後ともご支援をよろしくお願いいたします。





２０１２年度件数　　　　　　３６件（２０１２年１月～１２月末）


　　　　２０１２年度金額　３５４，１７６円（２０１２年１月～１２月末）　








